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（第１回・観察ポイント①）

高茎草地である等地点は草刈がおこなわれ

ず一見安定した草地と考えられる。本年は

前年観察されたアレチウリの生息は調査時

点では確認されなかった。

観察ポイント②の特徴
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令和元年度、環境モニター、植生調査（夏、秋の２回実施）では2地点の定点調査地点で合計29種
の植物の生息を確認することができた。内訳は低茎草地（第1地点）では16種、高茎草地（第2地
点）では13種であった。両地点で共通して生息が確認された種はマメグンバイナズナ、1種のみ
で、他の種で2地点間で共通して生息するものは認められなかった。外来種と在来種という観点か
ら両地点を比較すると両地点とも外来種の構成割合が60～70％となり在来種の生息を外来種が凌い
でいることが分かった。高茎草地（第2地点）は令和元年9月の台風被害により流失してしまい今後
同等の比較調査が困難となった。

令和元年度　調布市環境モニター　植生調査結果
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観察ポイント①の特徴

用水に隣接する堤防の裏面下部の平地

で、遮蔽物がないため日当たりがよ

く、風当たりが強い地点である。本地

点は定期的な草刈がおこなわているた

め、植生環境が安定しない地点となっ

ている。

地形

風当

〃

郡系

強

強

草

日当

〃

陽 土湿

面積(m×m)



1地点　土手上刈り込み草地確認種の比較結果

2019/7/1

2地点　河原高茎草地確認種の比較結果
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